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「ドレミファミリー」とは香川県の「養育里親」の愛称です。

子どもたちが、思いやりの気持ちが響き合う温かいご家庭で

真っ直ぐ健やかに育ってほしいという願いが込められています。

里親制度のご案内
～里親さんになりませんか～

出会いから

広がる未来

ご相談・お問い合わせは

思いがけない妊娠でお困りの方へ

ひとりで悩まないで

・産むとしても家庭の事情で育てられない

・生まれてくる子どもに愛情を感じられない

…といった

ご相談も受け付けています。

＊お母さんや、そのご家族など、どなたからの

ご相談でも結構です。

県内の児童相談所

香川県子ども女性相談センター

香川県西部子ども相談センター

〒760－0004 高松市西宝町二丁目6番32号

TEL 087－862－8861 FAX 087－862－4154

〒763－0082 丸亀市土器町東八丁目526番地

香川県中讃保健福祉事務所２階

TEL 0877－24－3173 FAX 0877－58－3722

里親に興味があるけど

できるかどうか不安…

里親登録までの流れ

まずは、お電話ください。

基礎研修

児童福祉審議会による審議

里親認定・登録

委 託

登録前研修

説明・相談

申請書提出 調 査

状況をお聞きしながら里親制度の概要を説明します。

一定の要件を満たしていれば、特別な資格は必要ありません。子ども

の個性を尊重し、熱意と愛情をもって育てていただければ大丈夫です。

また、里親になるまでには、じっくりと相談し、研修や実習を受けて

考える時間があります。

里親制度についての基礎的な講座の受講や先輩里親の

体験談、施設見学などがあります。

ご家庭で里親登録についてよく考え

申請の意思が決まれば受講します。

里親養育論、発達心理学など基本的

なことを学び施設実習もあります。

児童相談所職員による面接

や家庭訪問等によりご家庭

の状況を調査します。

児童福祉審議会の結果を元に知事が認定した方を里親登録します。

子どもの状況と里親さんの希望や家庭状況等を考慮して児童相談所

が養育をお願いします。



すべての子どもは、深い愛情に包まれて、家庭で心身

ともに健やかに育つことが望まれます。しかし、現実に

は家庭のさまざまな事情により、家族のもとで暮らすこ

とができない子どもがいます。

このような子どもたちを家族の一員として、その温か

い愛情と家庭的雰囲気の中で健やかに育てようとする、

児童福祉法による子どものための制度です。

里 親 制 度 と は 里 親 の 種 類

保護者の病気や行方不明、育児放棄や虐待、経済困

難、離婚など、家庭の事情で家族のもとで暮らせなく

なった子どもです。里親さんのご希望もお聞きした上

で、ご相談させていただきます。

子どもを養育していただく期間は、子どもにとって必

要な期間となります。数日程度の短い場合もあれば、自

立まで、または自分の家庭に戻れるまでの数年間など、

長期でお願いする場合もあります。

里親家庭で養育して
いただく子ども　　

養 育 里 親

養子縁組里親

親 族 里 親
子どもの扶養義務者及びその配偶者がなる里親です。ただし、実父母が死亡、行方不明、拘

留、入院などで養育できないなどやむを得ない事情のある場合に限ります。

養子縁組により養親となることを希望される方に、養子縁組が成立するまで里親として子ども

を養育していただく里親です。

事情があって、家族と暮らせない子どもを一定期間自分の家庭で養育していただく里親です。

養育里親のうち、虐待、非行、障害などの理由により専門的な援助が必要な子どもを養

育する『専門里親』もあります。

里親登録されると… いろんな里親さんを求めています。

里親になるための要件

●　児童相談所が、里親登録後も継続して相談に応じま

　　す。また県内に登録されている里親を会員とした里

　　親会や、児童養護施設、乳児院、児童家庭支援セン

　　ターなども里親支援機関として活動しています。

●　子どもの年齢に応じた養育に必要な経費（生活費、

　　教育費、医療費など）は、公費で支払われます。

●　万一、養育中の子どもが事故にあったり、事故を起

　　こして里親に賠償責任が生じた場合には「里親賠償

　　責任保険」による保証が受けられます。

●　子どもの養育についての理解や熱意と愛情をもって

　　いること。

●　経済的に困窮していないこと。

●　必要な研修を修了していること。

●　児童福祉法に定められている欠格事由に該当しない

　　こと。

●　幼少期からの長期の里親

●　短期間だけの里親

●　養子縁組を前提とした里親

●　子どもが学校を転校しなくてもいいような同じ

　　校区の里親

●　中・高校生の子どもの里親

●　障害のある子どもの里親

＊赤ちゃんを緊急的、一時的に受け入れていただけ

　る里親さんも待っています。


